
Ｇ
3
0
の
取
組

⑤
地
域
と
協
働
で
取
り
組
む
G
3
0
磯
子
区
編

１
－
は
じ
め
に

①
磯
子
区
G
3
0
応
援
隊
と
は

　
「
個
人
の
自
発
的
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
磯
子
区
G
3
0
応
援
隊
」
（
以

下
「
応
援
隊
」
と
い
う
）
は
、
循
環

型
社
会
に
向
け
た
活
動
を
充
実
す

る
た
め
、
平
成
1
7
年
度
に
「
磯
子
区

G
3
0
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
を
発
展
的
に

解
消
し
、
環
境
問
題
に
関
心
が
高

い
区
民
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
団

体
で
あ
る
。
現
在
、
１
０
０
名
の

隊
員
（
平
成
2
0
年
1
0
月
末
現
在
）
を

擁
し
て
い
る
。

②
応
援
隊
の
活
動

　
応
援
隊
は
、
市
民
が
「
何
故
、
こ

の
よ
う
に
分
け
る
の
か
」
と
疑
問
に

感
じ
、
あ
る
い
は
、
分
別
に
迷
い
が

ち
な
も
の
を
市
民
の
目
線
で
分
か

り
や
す
く
、
楽
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
行
政
と
協
働
し
、
あ

る
時
は
独
自
に
活
動
し
て
い
る
。

　
そ
の
活
動
は
、
分
別
ゲ
ー
ム
、
移

動
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
、
ビ
デ
オ
作

成
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど

様
々
な
ア
イ
デ
ア
に
富
み
、
柔
軟

で
積
極
的
で
あ
る
。

　
区
内
を
７
地
区
に
分
け
、
各
地

区
は
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
が
、

更
に
活
性
化
す
る
た
め
、
毎
月
、
地

区
代
表
者
会
議
を
開
い
て
い
る
。

行
政
も
参
加
し
、
情
報
や
ア
イ
デ

ア
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
応
援
隊
は
、
磯
子

区
が
誇
る
、
横
浜
市
で
も
稀
有
と

い
っ
で
も
過
言
で
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
「
磯
子
区
G
3
0
応
援

隊
」
物
語
を
始
め
よ
う
。

２
－
応
援
隊
誕
生
序
章

①
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
発
足

　
先
行
区
と
し
て
分
別
拡
大
へ

　
平
成
1
6
年
1
0
月
か
ら
、
先
行
６

区
と
し
て
、
区
内
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
す
る
家
庭
ご
み
の
分
別
収
集
品

目
の
拡
大
に
向
け
、
同
年
４
月
に

「
磯
子
区
ご
み
ゼ
ロ
推
進
委
員
会
」

（
当
時
）
が
、
新
し
い
分
別
方
法
を

区
民
に
ど
う
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
か
の
検
討
会
を
開
い
た
。

　
そ
の
結
果
、
市
民
の
目
線
に
立

ち
「
分
別
ゲ
ー
ム
」
な
ど
を
通
し
て
、

正
し
い
分
別
方
法
等
を
分
か
り
易

く
説
明
す
る
分
別
エ
キ
ス
パ
ー
ト

「
磯
子
区
G
3
0
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
（
以

下
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
と
い
う
）
を

結
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
活
動
と
区
民
の
反
響

　
当
初
は
、
移
動
リ
サ
イ
ク
ル
実

践
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を

～
磯
子
区
G
3
0
応
援
隊
物
語

中
心
に
約
6
0
名
が
参
加
し
た
。
隊

員
は
３
日
間
に
わ
た
る
分
別
研
修

会
を
経
て
、
地
域
の
分
別
説
明
会

や
夏
祭
り
、
健
民
祭
（
分
別
競
技
種

目
）
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
分

別
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
家
庭
か
ら

出
た
実
物
の
資
源
物
を
用
い
る
分

別
ゲ
ー
ム
を
昼
夜
を
と
わ
ず
行
っ

た
活
動
は
、
「
分
か
り
や
す
い
、
親

し
み
や
す
い
」
な
ど
区
民
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
、
参
加
依
頼
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。

③
分
別
啓
発
ビ
デ
オ
「
拡
げ
よ
う
G

　
3
0
の
Ｗ
Ａ
！
」
の
作
成

　
G
3
0
分
別
ビ
デ
オ
と
は
、
新
し

い
分
別
方
法
が
開
始
さ
れ
る
以
前

と
分
け
方
の
大
き
く
異
な
る
「
古
紙

と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
を

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
分
別

後
の
再
利
用
過
程
を
あ
る
家
庭
の

日
常
を
モ
デ
ル
に
作
成
し
た
。
登

場
人
物
の
多
く
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

員
が
演
じ
、
ま
た
、
シ
ナ
リ
オ
の
原

稿
作
り
や
監
修
も
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
主
体
で
行
っ
た
。

　
ビ
デ
オ
は
、
区
連
合
町
内
会
を

通
じ
、
１
町
内
会
・
自
治
会
に
１
本

ず
つ
配
付
し
て
見
て
も
ら
う
よ
う

に
し
た
。
分
か
り
や
す
い
の
で
是

非
回
覧
し
た
い
と
、
あ
る
町
内
会

は
町
内
会
の
費
用
で
ダ
ビ
ン
グ
し

た
。

３
－
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
応
援
隊
へ

①
応
援
隊
発
足
と
隊
員
の
募
集

　
分
別
拡
大
後
半
年
が
経
過
し
、

あ
る
程
度
分
別
方
法
が
区
民
に
定

着
し
た
平
成
1
7
年
４
月
に
ヤ
ラ
バ

ン
隊
を
今
後
ど
う
す
る
か
を
話
し

合
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
「
磯
子
区
G
3
0
応
援

隊
」
と
名
称
を
変
え
、
G
3
0
の
目
標

達
成
及
び
将
来
の
環
境
問
題
を
担

う
子
供
達
に
対
す
る
環
境
教
育
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
っ
た
。

　
移
動
リ
サ
イ
ク
ル
実
践
教
室
の

講
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
活

動
し
て
き
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
、

や
る
気
の
あ
る
応
援
隊
員
を
募
集

し
た
。
活
動
を
拡
充
す
る
た
め
、

区
連
合
町
内
会
長
会
議
に
隊
員
募

集
チ
ラ
シ
の
全
戸
回
覧
を
依
頼
す

る
と
と
も
に
環
境
事
業
推
進
委
員

委
嘱
式
で
も
募
集
案
内
を
行
な
っ

た
。
　
そ
の
結
果
、
ご
み
の
分
別
や
環

境
問
題
に
関
心
の
あ
る
主
婦
同
士

の
横
の
つ
な
が
り
な
ど
か
ら
口
コ

ミ
で
、
区
民
１
０
４
名
の
登
録
が

あ
っ
た
。

執
筆仲

川
　
高
照

写真１　パワーポイント写真２　紙芝居
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②
応
援
隊
の
主
な
活
動

　
必
要
な
知
識
、
ス
キ
ル
を
確
保

す
る
た
め
、
全
員
が
２
日
間
の
研

修
を
受
講
し
、
応
援
隊
員
と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
応

援
隊
の
主
な
活
動
は
、
G
3
0
分
別

ゲ
ー
ム
、
紙
す
き
教
室
、
便
利
帳
、

環
境
教
室
な
ど
で
あ
る
が
、
内
容

は
そ
の
時
々
、
そ
の
場
に
合
わ
せ

変
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
啓
発
物
品
、
資
機
材
等

は
区
と
一
緒
に
案
を
練
り
、
区
の

予
算
で
作
成
し
、
活
動
費
等
は
区

か
ら
助
成
を
得
て
い
る
。

　
（
１
）
G
3
0
分
別
ゲ
ー
ム

　
G
3
0
分
別
ゲ
ー
ム
は
、
分
別
方

法
を
説
明
す
る
た
め
に
応
援
隊
が

考
案
し
た
。
資
料
を
配
っ
て
説
明

す
る
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
と
、

ご
み
の
サ
ン
プ
ル
を
持
ち
寄
り
説

明
会
の
会
場
や
お
祭
り
な
ど
人
の

集
ま
る
所
へ
出
向
い
て
分
別
に
関

す
る
ク
イ
ズ
と
そ
の
答
え
合
わ
せ

を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ク
イ
ズ
形
式
に
す
る
こ
と
で
参

加
者
は
飽
き
る
こ
と
な
く
楽
し
め

た
よ
う
だ
っ
た
。
応
援
隊
員
は
区

内
各
地
域
に
い
る
の
で
、
近
所
の

人
が
駆
け
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

顔
な
じ
み
の
人
の
説
明
で
場
が
和

ん
だ
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
お
祭
り
の
会
場
で
は
親

子
連
れ
も
多
く
、
親
子
そ
ろ
っ
て

和
気
あ
い
あ
い
と
分
別
の
学
習
を

体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
（
２
）
移
動
リ
サ
イ
ク
ル
実
践
教
室
（
紙

　
す
き
教
室
）

　
実
践
教
室
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
か

ら
取
れ
る
パ
ル
プ
を
原
料
に
ハ
ガ

キ
作
り
を
体
験
し
な
が
ら
資
源
の

大
切
さ
を
学
ぶ
体
験
学
習
で
あ
る
。

特
に
小
学
校
の
授
業
や
ク
ラ
ブ
活

動
、
町
内
会
の
子
ど
も
会
な
ど
か

ら
申
し
込
み
が
多
数
あ
り
、
講
師

役
と
し
て
地
域
の
応
援
隊
が
駆
け

つ
け
て
資
源
の
大
切
さ
の
説
明
と

ハ
ガ
キ
作
り
の
実
演
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
紹
介
さ
れ

た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
購
入
し
た
パ

ル
プ
に
よ
る
紙
す
き
が
主
で
環
境

が
従
と
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
再
作
成
や
進
め

方
を
区
と
見
直
し
、
移
動
リ
サ
イ

ク
ル
実
践
教
室
に
衣
替
え
し
た
。

（
平
成
1
9
年
度
実
績
3
0
回
、
2
1
2
8
人
）

　
（
３
）
こ
ど
も
環
境
教
室

　
平
成
1
9
年
度
か
ら
区
主
要
事
業

「
磯
子
発
　
地
球
に
優
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
１
事
業
と
し
て
、
従

前
か
ら
行
っ
て
き
た
分
別
を
中
心

と
し
た
環
境
教
育
を
拡
充
し
た
。

　
磯
子
事
務
所
が
作
成
し
た
幼
児

向
け
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
「
ミ
ー
オ
と

も
っ
た
い
な
い
お
ば
け
」
（
写
真
Ｉ
）

や
分
別
釣
り
堀
ゲ
ー
ム
を
区
内
1
3

保
育
園
等
で
区
と
協
働
で
実
施
し

た
。
2
0
年
度
は
、
環
境
教
育
の
実

施
新
規
施
設
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、

再
実
施
施
設
は
応
援
隊
手
作
の
新

作
紙
芝
居
「
愛
ち
ゃ
ん
幼
稚
園
へ
行

く
」
（
写
真
２
）
と
使
い
分
け
し
、

区
と
協
働
し
な
が
ら
展
開
し
て
い

る
。
（
平
成
1
9
年
度
実
績
2
1
団
体
、
2
0

9
0
人
）

　
（
４
）
G
3
0
便
利
帳

　
便
利
帳
と
は
、
「
お
し
え
て
ミ
ー

オ
　
ー
ま
ち
が
え
や
す
い
も
の
っ

て
何
？
－
」
と
題
し
、
区
と
の
協
働

で
1
7
年
度
に
作
成
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
分
別

拡
大
後
１
年
が
経
過
し
、
分
別
排

出
の
定
着
に
つ
れ
て
間
違
え
や
す

い
も
の
が
分
か
っ
て
来
た
の
を
受

け
、
そ
れ
に
照
準
を
当
て
て
作
成

し
た
。
永
く
保
存
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
誰
に
で
も
分
か
り
易
く

見
易
い
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　
ま
た
、
配
付
先
も
応
援
隊
員
や

環
境
事
業
推
進
委
員
、
自
治
会
・
町

内
会
の
役
員
あ
る
い
は
環
境
問
題

に
関
心
の
高
い
人
な
ど
に
絞
っ
た
。

知
人
等
か
ら
分
別
の
仕
方
を
聞
か

れ
た
場
合
の
参
考
資
料
に
な
っ
て

い
る
。

　
（
５
）
市
の
イ
ベ
ン
ト
出
展
（
パ
シ
フ
ィ

　
コ
横
浜
展
示
等
）

　
パ
シ
フ
ィ
コ
の
「
ウ
エ
ス
テ
ッ
ク

2
0
0
6
　
～
廃
棄
物
処
理
・
再
資

源
化
展
～
」
や
横
浜
港
大
さ
ん
橋

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
も
っ
た
い

な
い
フ
ェ
ス
タ
」
等
多
く
の
市
イ
ベ

ン
ト
に
出
展
し
、
分
別
ゲ
ー
ム
や

自
主
作
製
ビ
デ
オ
の
放
映
、
替
え

歌
「
ご
み
分
別
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ

（
注
１
）
」
の
再
生
、
分
別
つ
り
掘
り

ゲ
ー
ム
等
を
行
い
G
3
0
の
推
進
に

一
役
買
っ
て
い
る
。

　
（
６
）
他
都
市
団
体
と
の
研
修
会

　
隊
員
の
意
識
向
上
の
た
め
、
応

援
隊
と
他
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
と
ご
み
分
別
に
関
す
る
意
見

交
換
会
を
平
成
1
8
年
度
か
ら
開
催

し
て
い
る
。

　
同
年
は
生
ご
み
や
落
ち
葉
の
堆

肥
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
川
崎
市

麻
生
区
の
「
あ
さ
お
生
き
ご
み
隊
」
、

鶴
見
区
「
三
ッ
池
公
園
を
活
用
す
る

会
」
や
分
別
排
出
と
き
れ
い
な
ご
み

集
積
所
づ
く
り
に
町
内
会
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
だ
港
南
区
「
奈
良
地
区

町
内
会
」
と
行
っ
た
。

　
各
団
体
の
活
動
報
告
後
意
見
交

換
を
行
い
、
大
い
に
刺
激
を
受
け

る
と
同
時
に
ご
み
減
量
、
環
境
問

題
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

４
－
応
援
隊
の
底
力

　
一
体
、
応
援
隊
は
何
万
人
の
区

民
と
触
れ
合
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
地
道
な
活
動
が
、
磯
子
区
を

横
浜
市
の
中
で
も
上
位
の
削
減
率

（
表
Ｉ
）
に
導
い
た
一
大
原
動
力
で

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
1
7
年
３
月
の

朝
日
新
聞
、
ｔ
ｖ
ｋ
「
ヨ
コ
ハ
マ
編

集
局
」
の
他
ミ
ニ
コ
ミ
誌
で
紹
介
さ

れ
た
。

　
最
近
で
は
1
9
年
６
月
の
「
こ
ん
に

ち
は
市
長
で
す
」
で
、
「
今
後
ど
う

協
働
し
て
G
3
0
を
よ
り
推
進
し
て

い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
市
長
と
熱
心

に
懇
談
す
る
な
ど
、
活
動
は
続
い

て
い
る
。

（
注
１
）

　
区
が
募
集
し
た
分
別
ア
イ
デ
ア
の
優
秀

作
の
一
つ
。
「
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
」
の
替
え
歌
。
著
作
権
者
の
ご
理
解
に

よ
り
、
使
用
１
か
月
限
定
で
テ
ー
プ
を
区

が
4
0
本
作
成
。
子
供
が
自
然
に
覚
え
る
よ

う
磯
子
小
学
校
合
唱
部
に
依
頼
し
テ
ー
プ

に
吹
き
込
み
、
区
内
全
小
学
校
と
収
集
車

で
放
送
。
歌
詞
を
教
え
て
、
と
い
う
依
頼

多
数
。

表１　平成19年度　家庭ごみ削減率実績
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